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第2表　牛乳摂取量別にみた栄養摂取量が所要量の90％以下の幼児の割合（％）
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　対象幼児の牛乳摂取量は塚本の報告6レしていう1歳半

時の牛乳摂取量（A院373mど，B院290皿♂，平均247血b
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1第4表・ 牛乳摂取量と体格
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第了表　菜果類の摂取量と体格
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34』 顎β

16＄9　　64．1．
　＝ヒ193　　　　　＝ヒ12．1

　　　 、鉄． ・鞭、ミンビタミマビタ 昇ンビタミソ

　　　　　A 　　，阜尋』　　B2　　C
（㎎） r（鰭）（1；U）（㎎）（㎎）（曙）

321』』4・2 一74σ 0．5　0．6 50

±173・ ‡L3・士3鈎士0、2・±O，2 「．±妬

合35』『』こ81r 1478・・0． 9　1．4　84・、・
』±301　土2・0±6真6 ‡0．2±0．5 土69∵

第臓、蕨卸嶺騒麟摂韓別にみた体格

』…Ql4”…ケ2賜tlle以下

　②中一12碗7嬬tile
、1③』大・…岬5％tile以上

菜果群の摂取量が1009以下であった幼児38人と30D9

以上であった69人め栄養摂取量は，100g以下群に低い

摂取量の幼児が多レ～傾向があり1こまた第7表に示すよう
に身長・ 体重共Pとドユ0σg以下摂取群に小に属するもの

が多く・ 大に属するものが少なかった（その差は体重の

み有意であった）。

所甦噛移栄蝦弊
二、

～』

　ズ＼ 身 、艮、 体

！子ネ勘ギー
　　　　　ご入
自r・質

数

（人上圃L遡 『・

＄ 1・3・81『7乳4

大（尉 “小謬L」飼
、二80％以下 ．，；醜以下 　　嬰

3．8 嫡1』妬
．1如勿以上 、迎％以上1 3釧 亀6

一1・

51．4 ．』4呵 、加、L劃24・『5砿7

全1 平．マ＝場 211
、1写・6 5駄31 25・・1

① ノ1、……259く傾畳e　l・量下
・｛・ 1　　二章＊ PくOiO1』

重、

・13．暮寧’

40．0

25，1，

3）摂取栄養量と体格1∵い　，

』エネルギーと蛋白質の摂取皿が両者とも所要貴の80％

以下であった幼児29人・（男21人，女8人）と両者とも所

要量の110％以上であった幼児35人（男18人，女17人）

について，栄養摂取状態と体格との関係を検討した。‘、

第9表に示すように，80％以下群の平均栄養摂取最は，
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第10裏　母の判断する食欲別にみた平均栄養摂取鐘）、£C・；ゴこ1 、浮 1
．鳳llミ・一・、・，、7∫‘乙》　飛・ン1㌧．　琵ε黙

1食欲

1良好、1

▽碩と1，薩坪1遡1炉栄選1摂汎』趣ll無1齢郷

騰疏舗、警蓉儲鵠1家纏鵡ド㌦．

　　　1217－46』9　28．7 542　6・5…
・rJ36±283鋤5．2土12．真±26婆±1・9

　　　　　　　　　　ノ体

　　　　　　　しホず　　 　 ネホ　　　　　　ドゴ　　ド　　ネホ
12・，6．・歌5718』齢51羅｝850ピ碁・登1・gI

…梅 一77聖13ぷ4蟹31。2皇11、i5臨ヂ

　　∩　　

5．7

圭2．2一

　φ’1r小……25％tile以ギ

　②中…26㌻嘘塵。「1．：い』・．辮＝：＝鵬；f
③木ツ∵∫’75％ltil今 一以ギ1』． 』二う．げぐ

剃痢趨叫蜷峰餌へ㌘ネルヤ覗郷％〉

　　　　　　　　へ　て　てハ　　　ニザニ　　　　　　　　　　　ドリ
　21．1・曳1．．6Lβ　17」姓 3515r513．13・2
　　　　　　　　イ　ドヘ　じ　　

　ず　 　ド

＊
P＜61さ5』・1ごr』胃、rワ』 』： 1’ ∵∴』

＊＊ 忍魯P㌧：“ニビ』・〉罫．☆二、以某△1職

　第醸 ノ牛乳を除賊醗紡のエネ躍遥紛布、

　　　　　　　乱蔭　　　　　　　　　　1 、1P 凡　・

加％以瞬の約駅但しビタミソαま鄭）であった・
；

嚢品群別平均摂取置も約％以下であったよ幼児の等ネノヒ

ギ嵩摂取量の白に焔変動撫告は多いが・洞じ鱗児

にお紋徽こ薇うに犠摂騒｝こ差が輝の鱗ろr

う1伊欲不準児勢合は』8・％以下群晒初賭．

以壌に26筋ら禅・
囎の儲購蜘こ示樋りである・鴫亦脚
・咳舞群比戴て・身長におヤ｝鱗嘱魍棚
が鯵＜（P＜0・01）聖款煙も4・さかった（～くρIQ1）・

iしか．レ既に述べたように・体格が大きい幼児ほど摂取量

参卸のか・ 摂取騨多いので大きくなるの筋紡
か。℃そこそ，身長ど体重がともに大である幼児36人と，

身畏と体重がと・もに小である幼児21人の栄肇摂取量を比

較翌だと、豊6，文身長じ体重ども に大であづた幼児の栄養

摂取填の方が全体的に多か繊たが許身長＾体重と もに小

で蹴た幼児の栄猟取盤平均笹と・比較断わず麟
少ない値となり，体格湛大ぎいほど摂取量が多レ）とは言r

瞳れ継うで顔た6吻論諏は 旧の飾調査筋
り弧幼児の栄養摂取量に日差の大きいこと，を考えると六

ごめよ
うな調査威績か！ら体格との関係を簡単に引き1碍穿

誌簸馨麓a臨1，1㌔酉覚∵∵，1澱黛

雲母親が食欲不振であると判断した幼児は鍔36彰・（男団

．女差なし〉となり，坂本らの調査と同比率饗あうた＆㍑

ント母親の判断する食欲と実際の摂取量との関係1を、1翠幣、

1と訴星：ネル照藁と蛋白質の両方が所要量の8σ％以下であ

　った幼児の中でト 母親が食欲不振と判断もた、ものは45％

　で，55％の幼児は食欲良好とみなされてめた♂この実際

』の摂取愛が少ないにもかかわらずi’食欲良好どみな膨た

1苫ネ欺ギ届
（Ca1）、λ

　　　　， 》

食欲良爵群
（136人）

食欲不腋様
　（77人） 1・

σ　（』』♪

～1σ0（1

3．6（％）

4．8

　　・』’L、3（％）

』・・ ㌧16．9』・

101～200L㌃ 34．3r 父135．『主ぺ

201～300ε一 20．4 rl22．rl

301～4σ0！ 9．5
』116奮9 』

401ッ5009 4．4
咳b有き

50工以上芝ン 2．3 5．2告

平 　　　Ca1189±133 2雁1礫1

母親め過轍よ，食物練寧つい聯卿鰹い
と答えて韓鯛噺た9そこで単獅瓢し腿が1

問嚇講轟て瞬い幼児に継意が嫉砺ろ銅
所要即．即％ 以上摂取レていた幼児軸その琴6％に

食欲木振轍がみられ禅その酵数は暫鯉σ
謡以上摂取、しこていたみ』　 r　　　　　　　」しゴ悼・．』

”母が食欲不振と訴える根拠の1つに間食牛g舶腰響ぴ

．ある。 第11表に示ずま事ば食欲良癩群で犠 ．間舜黛2出

ネ囲r配分率擁篤勉鱗塵ヲ配分率ゆ弊
なやたが，1ノヤ食欲不揖群そは反対に，・1間食の芦ネ勘ギ憎配

傘率々郷と鮮一嘩縦動す嚥“鰍野
勧軸磯46叫 傘節醗騨1顛ゆ？＃・
ま嬢賑噛鉢うに澗食施の干約レ撫麟多
いほ．哉食歓鷹辰φ割合は高かごっ1な。、釘♪

瓢帳騒をみる凝鍵鐸群でセま二1』呼身3121
骸で謬ったが；食劔不振群雫醸370酵 と多奉ら孝。∫声た

601剛上摂賦ゼ“働児でぼその63％が鰍碑を
訴えズいた乙ゼこの結果購み愛育病院の・1歳半でも1黛1・日＿

に3本以上牛乳を摂敗・しズ野る幼児に食欲がない彦吟1う

訴えが多かったと帆う馨告ζ．戸致した。　　 ：1、灘 守1．

因また体格と4〉関操殖第⑳卑に示すようにド食欲良好群

麟奮身畏軸獣蟄幼騨多蛇’傾向勘つ1蝋布
意差あり）ボちなみにず身揮と体重の両方が大であぢだ＄

、
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第13表　間食からのエネルギー比別にみた食欲と間食の与え方1

問食かちのエ　　 人　　　数　　食欲のない間食を規則的に与え
声ノレ荊比（％）実数（人）比率（％）幼児の害吟ている幼児咽合

27・5％1

32．9

ぞヤツについて困る甘い菓子の与え方
》とのない母親 　1週に3 へ5、4回以

52・8％「瀦r
43．1

31　～ 5S

平　均（24．1）
36．2 43．0

下

34．工％

』27．5

20．9

23．1 1 28．9

第14表　間食として与えたくないと考えている養品

r食 　品・　名 殆んど与えない割合r

　果 ．』’

　　　　　　　　　　　　　　　　0．1％
　牛　 乳’　　　　　　　　　　　　　　　　6，6一
・
ぜん，くくい

　　　　　　　　　　　　　　　　7．0
　アイ．不・クリーム
　　　　　　　　　　　　　　　　9，9、
　スナ．乳ク菓子　　　　　　　　　　　　　　　　9．」9、
　果二．士・1汁

　　　　　　　　　　　　　　　12．r21・
　ブ・1り＝ドン

　　　　　　　　　　　　　　　144・
　果汁．みり飲料
　　　　　　　　　　　　　　　19峡21
　カろ，テラ
　　　　　　　　　　　　　　　26吃8
・乳騨鵬　　　　　　　　　　　　　　　30．0
　ア　 『メ　』

　　　　　　　　　　　　　　　
3512

　ギ、4　　　　　　　　　　　　　　　∫．3鯵
1クヲ’シで｛一　　　　　　　　　　　　　　　37，0、、

、舞鞠介懲子　　　　　　　　　　　　　　　・39．4

　　　　　　　　　　　　　　　142』3㌧
チ1§コレ」 ト、．　　　　　　　　　　　　　　…㌔42．ケ
r炭酸飲料∵　　　　　　　　　　　　 へ　　

49．8　r、

　あん菓子　　　　　　　　　　　　　　・』：56．．8』 』、

　コ 一 フ」一二　　　　　　　　　　　　　　；～62三 4デ』．，

　／v　じ　一　

＝聯亭閥餌酬て断添る醜

・［

獅人1・∫・100％

第15表　間食として用いてレ）た食品』

　　　　　　　　　　　　　ド　ぱ　コ　ち　　　シ　　ロし　　　　コ　　 　　　　ヤ　
　ド

1日3回が16％，1 日4回以上が6％であづた。 間食が

らのユネルギー比1“⊃塀は平均24，1％であうた6食欲良好

群ではr22％（268Ca1），食欲不振群では28％（316Cal）

でおったる　　．　 　rr、　1F』．・『』』，r・．』
rド1・・穴、1

・間食の尋ネルギ心比別にみた食欲不振児の割合は第13

衷に示す通り，一エネル藁一比が上るほど高率となづた‘．

また， 出ネルギー比が高いほど間食を規則的に与えて恥

る，オヤツについて困ることのない母親訴甘“菓子の与

え方などは，低率であった。間食について困≧うている問

題をかかえている母親は75％に及び， ・その内訳は第工6表

に示す通りである。

　第14表は19種類の食晶をあげて1それにつ㌧、・て与えな

いと答えた場合の割合を示した。 また第15表は実際に問

食として用いた食品ユ蹴3，を凋査し一たものである。 』

6）偏’食

26種類の食品につい℃好きなもの謙いなものを調

食 』　口　　名‘’
．人 ．数

口口

実数（人） 比率（駕）

牛　　乳 120
56．3

果　　 物 90
42．3

せんべい 57、 26．8
ビスケヅト類 46

2ヱ．6

アメ・ド・ヅブ頚。、 38、 17．8
スナック菓子 ’37、 17．3
．、7イスクリ、［ム β1し 工4，6

、チョコレー・卜 27　 12F7

y果　　汁 23二 10．8

洋菓 子 22「． 103
．劉酸菌飲料 1』14』

6．6

ガ”ム 工3い 1¢．1

．ヨーグルト・チーズ
　■　 　「

’プ『リ　ソ
1ゴ”
0　’

　　　、∩
　　512
1∫）♪4ング㌧

紅茶・ココア ・r

・・r 』・ ．2」

和菓 子r 9』
ビ． 4レ2＝－

、そ．の他』
へ

25
』 ＝一

L7頬

困 る㌔こ『と rあ　り・

イジ時間がまわず欲℃がお

｛・ 祖1母や遼所の入がらもらう　’

」i5砥、L51
う』
6』嬬124．5r

べ・店頭セ欲しがる 「49 レ 23』6・

二・甘いものを欲しがって困る』 39．1・

48．8
ホ．・勝手に自分で出して食べる 38． π工8．3

、へ．機嫌をとるため与えて しまう 32二・ 15．4

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　
　

人のうちゴ・17％が食欲不振を訴えト「 両方が小であづた幼

児21人りうち，57％が食欲不振を訴えていた6h

5）聞食　．二 、　r・ 〆

』対象幼児の間食の与え方は，規則的に与えているもの

4L6％， 不規則に与えているもの58；4％であ’り，，間褒茎η

回数は，1日 2回が最高で60％，、次いで1日1回が17％
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賀第1了毒』、1〈り紳児跡蜷う食晶韓（男女ψ平均）』
，、第壌衷㌣嫌いなく象昴の種類，（％）二

嫌いな食品数．

　　0
　　1
　　2
　　3
　　4
　　5｝

　　6
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、、い 14、
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　　工9

，。嘱
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43ρ 』・ 20ド5　ン’・23』3
監
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．54，0、、

」第fO表　菜果類亮爵すお嫌悪乞
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　　　　　　閣）ゾ『　－、ワ
いなもφなし
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2　　〃　〃
23

10．8

3　　〃　〃
4 1i9

、』 ド・
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野 菜 煮』 付．
・』き喧ンあてr ：・二εrr 》・

　は　ん　ぺん

づち二亭1くく．わ二、．シ

　じゃ‘』、カ～、ン 芋．“二こア・

1㌧さズ？：，・ま・き芋ゴ丞1

景．r溢ル・㌧で，k
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　牛　　㌧”一耽』
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　，ウイ ンナ ．㌘卑ド．

堺・三

の
　　こ2P「　』』、
麺『r

り一

’、 ㌧i＼ごハ上

類

　　含7．亀 ，、15よ 9』

　、 352ゴ’ 』』塀、

　　18二9’　 1？3．5

　　27；011一・’エ946㍉

　　24治 F29．4一

　：22』5』き　　．16こ7・｛

　　　　　，』』！2415．
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』 1俸1二
い　　、 r12－6 ・
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　　　　　ノ

　　、二1略．
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・’』．
　7－2　　　　　　8．8

　　7．2　　　　4．9
　。’』領5『4よ1ノ☆＝110．8〔ゴ

　　　　　ー・」｝；ぐ7）8こ
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、』’く．留5…1） 二r：1、2⑨ε

乙　「　

　；』 1、1・1・・8

　　　 o’ρ
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査18〕した。嫌いな食品数の最高は男児25食贔，女児19食

品であった．1人が嫌う食品数は第17表に示す通り．であ

り，嫌いな食品数が多い幼児ほど食欲不振の比率も高か

った。

　嫌いな食品の種類は第18表に示す通りで，男女とも同

傾向であった。嫌いな食品として上位にあげられたもの

は，レバー，生野菜，野菜煮付，はんべん等であり，下

位にあげられたものは，麺類，果物，のり，アイスクリ

ームなどであった。

　第19表は菜果類に対する嫌悪についてである。

w要 約

麻布保健所の3歳児検診に来所した幼児213名（男110

名，女103名）を対象にして，栄養擢取量と食生活状況

を調査した結果は次の通りであ？た。

1）対象児の平均栄養摂取量が所要量419D％に達してい

　なかったものは，エネルギー，鉄および損耗率を考慮

した場合のビタミソA，B1，Cであった。

2）牛乳摂取量の分布は0～1300並の範囲にあり，愛育

病院にて指導基準とされる200～400皿6を摂取してい

た幼児は約半数を占めた。牛乳摂取量参0～199酩群

　（52名）は，エネルギー，蛋白質，カルシウム，ビタ

　ミシA，ビタ’ミソB2などの摂取量が所要量の90％に

満たない幼児の比率が高く，また身長犀び体重も70％

tile以上のものが少なかった。また600磁以上摂取し

　ていた幼児は33人で，彼らの身長は0～工99皿6群に比

較して有意に高かったが，牛乳からのエネルギー比が

30％をこえるもりが30例に夢られた・

3）菜果群の平均摂取量は2329で，愛育病院の1歳半

　幼児の摂取量より 少なかった。野菜か果物の摂取が1

　日に2回以下であった幼児は36％。彼らのビ客ミソC

　の平均摂取量は所要量に達しなかった。

4）ヱネルギーと蛋白質の両者が， 所要量の80％以下で

　あった幼児29人と所要量の110％以上摂取してい準幼

　児35人を比較すると80％以下群の栄養摂取量は1璋％
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．罫上群の半分以下であ乙り，・身長』』9』体重乏・もk75％1面e
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サ）、聯が食拠舞鰍働児は36艇あった．一餓
1確㈱合いは間飾ら伽ネルギ畢比綿くな麺
1？哲増加し・無牛乳を6・剛上軸城に多筋

準藤た鰍梅傭えは・脹や麺め小都幼児
帰；有童に多か？な俳1　　　　　　　－、．

9〉鋤良好群轍のエネノレギー堵をま22％（26鋤，

　食欲不振群では28％（316Ca1）とな・ワ，おやつについ

　て困づている問題のある母親は75％に及んだ。・

7）「126食品について偏食を調査したどとろll 嫌いな食品
　蓼瞳宰均6．3傘品1＜鍍商25食品），嫌）・な食品がゼ旨の

1幼脚人であ』毒嫌いな錦数麹～幼児ほ鹸
　律不振の比率が高かった。嫌いな食晶は，レバード野

　華煮付，はんづル：などであり，好き、な食品ほ，麺類，

1勅のり・庶スクリ」ムなどであった・
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